
 

 

 

 

 

 

 

 ＬａｂｏＴｅｘのＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎの使い分け 

 

 

 

 

 

 ＯＤＦ解析結果の評価として、結晶方位の定量があります。ＯＤＦ図の方位密度比較では 

 方位順位の決定は出来ません。 

 ＬａｂｏＴｅｘでは定量値を求める手法は２種類あります。 

 β－Ｆｉｂｅｒの場合、Ｃｏｐｐｅｒ方位がずれる事があり、その場合の対応も説明します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年０９月２８日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 



概要 

 ＬａｂｏＴｅｘのＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ（結晶方位の定量）には 

     Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ Ｍｅｔｈｏｄと 

Ｍｏｄｅｌ Ｆｕｎｃｔｉｏｎｓ Ｍｍｅｔｈｏｄ 

 の２種類あります。 

 ＩｎｔｅｇｒａｔｉｏｎＭｅｔｈｏｄはＥｕｌｅｒ３次元空間に四角のＢＯＸを設定しています。 

 ＭｏｄｅｌＦｕｎｃｔｉｏｎｓＭｍｅｔｈｏｄは関数による広がりでＦｉｔｔｉｎｇされています。 

 Ｅｒｒｏｒ検証ではＭｏｄｅｌＦｉｕｎｃｔｉｏｎｓＭｅｔｈｏｄが適しています。 

しかし、全てのケースに標準のデータベースのみではＭｏｄｅｌＦｉｕｎｃｔｉｏｎｓＭｅｔｈｏｄは

適用出来ません。 

 以下に使用例を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＭｏｄｅｌＦｕｎｃｔｉｏｎｓＭｅｔｈｏｄの使用例 

ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエアでｒａｎｄｏｍ補正＋再ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

Ｒｐ％プロファイルを±１．５％以内に補正する。 

 

 

 

 Ｒｐ％プロファイルが±１．５％以内なら、極点データ、極点処理に問題なし。 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘでＯＤＦ解析 

 

 再計算極点図をＥｘｐｏｒｔし、Ｒｐ％プロファイルが±１．５％以内であることを確認 

  

 

 ＬａｂｏＴｅｘの解析結果は異状なし 

 

 

 



ＯＤＦ図データをＥｘｐｏｒｔし、ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙで定量メンバーの決定 

 

 ｎｏｒａｌｉｚｅｌｉｓｔで 

 ＯＤＦ図の４：２：１の問題を解消して表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎで計算する方位の決定 

ＯＤＦａｌｌｆａｍｉｌｙｌｉｓｔ 

 

 

ＯＤＦａｌｌｆａｍｉｌｙｎｏｒｍａｌｉｚｅｌｉｓｔ（４：２：１対策） 

 

 

ＬａｂｏＴｅｘで同時に指定できる結晶方位本数１０本の関係で上位１０を選択 

指定数が少ないとＥｕｌｅｒ角度の幅が広がり、更にＲｐ％は下がらない。 

 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

 定量値です。 

入力極点図から計算したＯＤＦ図と VolumeFraction結果から計算したＯＤＦ図が同一であることを確認 

 

更に、ＯＤＦ解析結果の再計算極点図と VolumeFraction結果から計算した極点図のＲｐ％プロファイル確認 

 

 ±１．５％以内であり、ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果は正しい。 



Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ Ｍｅｔｈｏｄの使用例 

 

 

 

 Ｒｐ％プロファイルが±１．５％以内、測定データ、極点処理に問題ありません。 

 



ＬａｂｏＴｅｘによるＯＤＦ解析 

 

再計算極点図をＥｘｐｏｒｔし、Ｒｐ％プロファイルの確認 

 

Ｒｐ％プロファイルが±１．５％以内、解析結果は正しい事を確認 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦ図のＥｘｐｏｒｔし、結晶方位プロファイルを確認 

 

 極点図からβ－Ｆｉｂｅｒの可能性が高いがＣｏｐｐｅｒ方位が低い 

 周辺１ｓｔｅｐの最大値で表示 

 

 方位の±１Ｓｔｅｐ以内の最大値で比較 

 

Copper 



このように方位位置がずれている場合標準のデータベースによるＭｏｄｅｌＦｕｎｃｔｉｏｎｓＭｅｔｈｏｄ

は使用できない 

Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ Ｍｅｔｈｏｄで計算 

 

 Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ Ｍｅｔｈｏｄで計算した場合、Ｅｒｒｏｒ評価は出来ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｃｏｐｐｅｒ方位がずれている場合のＭｏｄｅｌＦｉｕｎｃｔｉｏｎｓＭｅｔｈｏｄ解析法 

 

ＤａｔａＢａｓｅｂに{225}<-5-54>を追加する。 

４；２：１を加味した方位プロファイルからｍ定量メンバーの決定 

 

 上記方位にＣｏｐｐｅｒの代用として｛２２５｝＜－５－５４＞を追加し VolumeFractionを計算する 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 右は、上記 VolumeFractionから計算した ODF図 

 

 

Ｒｐ％プロファイルが±１．５％をはみ出す 

さらに{038}<0-83>が欠落 



｛０３８｝＜０－８３＞を追加して VolumeFractionを求める 

 

 

 

｛０３８｝＜０－８３＞を追加することで Rp%プロファイルが±１．５％以内に収まります。 

これで VolumeFractionは完了します。 


